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新改革プラン

院内ギャラリーの様子

　平成29年4月1日、富士市立中央病院院長に就任い
たしました。就任にあたり、市民の皆様にご挨拶と
院長としての抱負の一端を申し上げます。
　私は、大学院終了後の昭和57年に半年間ではあり
ましたが、本市場にあった富士市立中央病院（当
時、総合病院市立富士中央病院）に勤務いたしまし
た。その後、当院が本市場から高島町に移転する昭
和59年、再び勤務することとなり、新築の病院は懐
かしい思い出となっています。昭和60年から大学病
院や英国留学を経て、平成24年、28年ぶりに副院長
として当院に勤務することになりました。この度、
私の外科医としての原点でもある当院の院長職を富
士市長から拝命されたことは、重責に身の引き締ま
る思いでありますが、同時に感慨を覚えます。
　私の専門領域である外科、特に消化管の外科治療
に関しては、内視鏡手術の登場により、この20年間
で大きな革新が行われつつあります。内視鏡治療だ
けでなく医療の進歩は加速度的となっており、薬剤
の進歩を含め、医学・医療全体が大きく変革してい

ます。さらに、専門医制度や医療制度の改革の波も
あり、病院は柔軟な対応が求められています。
　こうした環境の中で、地域の基幹病院である当院
には3つの使命があると考えます。

1.  救急医療の維持
　特に、二次救急医療体制をしっかりと維持し、災
害時には災害拠点病院として迅速に救命医療を行う
体制を整えたいと考えております。
2.  高度医療の提供
　急性期を担う総合病院としての特性を活かし、が
ん診療や周産期医療などの充実を図るとともに、カ
テーテル治療などの新しい治療にも積極的に取り組
んでまいります。
3.  地域連携の推進
　これからの医療は、広く地域全体の医療と介護の
連携を考慮した対応が求められています。地域の基
幹病院として、地域連携の中核となり、他医療機関
や施設との連携を強力に推進していきたいと考えて
おります。

　この使命を全うするために当院は患者さん本位の
医療を実践し、急速に変化する医療に対する適応能
力、ならびに個々の事態に対する問題解決能力を有
する次代の医療人の育成に力を注ぎ、将来にわたり
安心・安全な医療を提供してまいりたいと思いま
す。
　富士市立中央病院が市民の皆様のご期待に応えら
れるよう職員とともに努めてまいります。

院 長　柏木　秀幸
　　　　【略歴】

昭和53年 東京慈恵会医科大学卒業
平成17年 同附属病院
　　　　  消化管外科診療部長
平成20年 同外科学講座教授
平成24年 富士市立中央病院副院長
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富士市立中央病院 新改革プランを策定しました!
　平成19年度以降、全国の公立病院において経営改革が進められ、黒字の病院は3割から5割に増加しています。
　しかし、依然として、医師不足等の厳しい環境が続き、人口減少や少子高齢化が急速に進展する中で医療需
要が大きく変化することが見込まれています。こうした状況から、全国の公立病院では、地域ごとに適切な医療
提供体制の再構築に取り組むため、新公立病院改革プランを策定しています。
　当院においても、平成28年度に策定の準備を進め、平成29年3月に富士市立中央病院 新改革プランを策定
しました。

　静岡県地域医療構想（平成28年3月に静岡県が策定した地域の将来の医療提供体制に関する構
想）を踏まえた当院の役割と、地域包括ケアシステム構築に向けて果たすべき当院の役割を勘案し、
院内医療スタッフ12名で構成される経営改革推進委員会において、プラン案を作成しました。その後、
外部有識者7名で構成される富士市立中央病院経営懇話会において意見を聴取し、富士市立中央病
院 新改革プランを策定しました。

　富士保健医療圏における公立病院間での経営
主体の統合や一体的な経営を図るにはまだ課題
が多いため、当院は高度急性期・急性期の機能を
持つ病院としての診療を担い、当面は、回復期・慢
性期病院との連携強化に努めていく。

　公立、民営医療機関が適切に役割を分担し、地域において必要な医療提供体制の確保を図り、その
中で富士市立中央病院が救急医療など採算をとることが難しい医療や高度・先進医療等を提供する
重要な役割を安定した経営の下で継続的に担っていくことを目的としています。

当院が目指す経営改善

※一部を抜粋したものです。詳細は当院ウェブサイトをご覧ください。

策定の目的

策定の方法

内容・目標値

Ⅰ 当院の役割

Ⅲ 再編・ネットワーク化
　現状の地方公営企業法の一部適用（財務規定
のみを適用）による形態で、一定の成果が得られ
ているため、この形態を維持し、経営の健全化に
取り組む。

Ⅳ 経営形態の見直し

•24時間365日、救急患者を受け入れる。
•高度急性期と急性期医療を担う。
•他医療機関との連携を推進する。

救急患者数

Ⅱ 経営の効率化
•原価計算システムを活用した経営分析を行う。
•後発医薬品の採用を推進する。
•ESCＯ事業により、光熱水費を削減する。

H32

12,400人

H27

9,757人

手術件数
H32

3,850件

H27

3,788件

紹介率

（救急医療）

（高度医療）

（地域連携）

H32

70.0 ％

H27

63.2 ％

経常収支比率
H32

100.3 ％

H27

99.3 ％

病床利用率
H32

85.6 ％

H27

78.7 ％

医師数
H32

101 名

H27

89 名

富士市立中央病院 検索
　

病院経営課 内線2221
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富士市立中央病院外来日程表
受付時間：午前8時～11時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年4月1日現在

診療科 《 部 長 名 》 月 火 水 木 金 （　備　　考　）
内 科

初診
増田 高村 伊藤晶 遠藤 石見
高津 青木 桐生 嵯峨崎 庄司

（ 血 液 内 科 ）《 藤 井 常 宏 》 藤井 谷口 藤井 山城 谷口医師は午後予約のみ
（糖尿病･内分泌内科）《 辻 野 大 助 》 辻野／比企 須藤／石澤 辻野 須藤 辻野 月曜日の辻野医師は午前、比企医師は午後
（ 呼 吸 器 内 科 ）《 木 村 哲 夫 》 木村 木村 木村 木村 橋本 火曜日の須藤医師は午前、石澤医師は午後
（ 腎 臓 内 科 ）《 笠 井 健 司 》 高橋 笠井 高村 高橋 笠井
（ 消 化 器 内 科 ）《 佐 伯 千 里 》 佐伯 伊藤公 鳥巣 中野 佐伯
（ 神 経 内 科 ）《 河 野　 優 》 河野 森田 河野 河野 河野
精 神 神 経 科 《 外 岡 雄 二 》 外岡 外岡 外岡 《初診は完全紹介状制》
循 環 器 科 初診 阪本 阪本 長谷川／木下 山田 木曜の長谷川医師は奇数週、木下医師は偶数週

（ 循 環 器 内 科 ）《 阪 本 宏 志 》 三川 三川 三川 三川 火曜の初診受付は午前10時まで
木下 木ノ内 山田 阪本

（心臓血管外科）《 織 井 恒 安 》 織井
小 児 科 千葉 千葉

松岡 鈴木貴 松岡 松岡 鈴木貴
鈴木亮 秋山 鈴木亮 秋山 秋山

外 科 《 梶 本 徹 也 》 初診 谷田部 小林 道躰 坪井 市原 初診担当医師は変更する事があります
坪井 吉田 梶本 石川 良元
市原 道躰 谷田部 阿部 道躰
小林 良元 柏木 森川 柏木 木曜の森川医師は偶数週の午後2時～4時

（交代制）※ ※はヘルニア外来（午後のみ）
（ 乳 腺 疾 患 ） 女性専用の外来 梶本 神尾 木曜の神尾医師は3週
整 形 外 科 《 加 藤　 努 》 山口 永井 永井 山口 《初診は完全紹介状制》

船井 嶺 嶺 船井 水曜は初診のみ（紹介状制）
村上 加藤 （交代制） 村上 加藤 水曜の診察は午前9時半から

脳 神 経 外 科 《 諸 岡　 暁 》 廣津／坂本 武井 水曜は初診のみ
野田 諸岡 （交代制） 野田 諸岡 火曜の諸岡医師、木曜の野田医師は再診のみ

形 成 外 科 平川 平川 平川
（休診）

西村 《初診は完全紹介状制》
西村 西村 仲 仲

泌 尿 器 科 《 後 藤 博 一 》 後藤 鈴木 後藤 鈴木 後藤
下村 倉内 下村

（ 排 尿 障 害 ） 女性専用の外来 平本 受付は午後1時～2時
産 婦 人 科 《 鈴 木 康 之 》 初診 東堂／鈴木崇 長谷川 鈴木康 矢田 松木 《婦人科初診は完全紹介状制》

婦人科再診 矢田 松木 鈴木崇 小田 鈴木康 月曜の東堂医師は奇数週、鈴木崇医師は偶数週
妊婦健診 松木 矢田 東堂 鈴木康 長谷川

（ 不 妊 症 ）
女性専用の外来

鈴木康 長谷川 鈴木康 長谷川 鈴木康 受付は午前8時〜9時
（ 婦 人 科 疾 患 ） 廣中 金山／小田 受付は午後1時〜2時
眼 科 《 藤 谷 暢 子 》 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 木曜は紹介状初診及び予約のみ

渡辺 渡辺 渡辺 渡辺 渡辺 木曜の渡辺医師は4週のみ
耳 鼻 咽 喉 科 《 重 田 泰 史 》 黒田 （交代制） 黒田 内尾 （交代制） 火曜・金曜は初診のみ

重田 内尾 重田
内尾 重田 黒田

皮 膚 科 《 津 嶋 友 央 》 津嶋 津嶋 津嶋／森 津嶋 津嶋 水曜の津嶋医師は奇数週、森医師は偶数週
森 森 森 森

放 射 線 科 道本 道本 道本 道本 道本 《初診は完全紹介状制、完全予約制》
青木 小宮山 ←治療外来

歯 科 口 腔 外 科 《 勝 山 直 彦 》 勝山 勝山 勝山 勝山 勝山
井出 井出 井出 井出 井出
久我 久我 久我 久我 久我
岡村 小林／阿部 磯田／児玉･岡山

緩  和  ケ  ア  外  来 梶本 梶本医師は奇数週のみ《初診は完全紹介予約制》
※都合により、内容が変更になることがあります。※女性専用の外来を担当する女性医師は、赤字で表示しています。

退任日：平成29年1月31日　就任日：平成29年2月1日  退任日：平成29年3月31日　就任日：平成29年4月1日  退任日：平成29年3月31日　就任日：平成29年4月1日

診療科 退任医師名 就任医師名 診療科 退任医師名 就任医師名 診療科 退任医師名 就任医師名
消化器内科 中
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●医師の人事異動について
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　　患者さんを支える専門職 歯科衛生士

様々な疾患の手術･治療を担います｡各科紹介
〜外科〜

外科は、医師11名により診療を行っています。

外来は4〜5名の医師で診療にあたり、救急医療お

よび緊急手術には24時間対応しています。

対象とする疾患は多様で、消化器疾患が最も多く、

次いで乳腺疾患、呼吸器疾患です。その他に、多く

のがん患者さんを診療しています。がん診療につい

ては、手術以外に、化学療法（抗がん剤治療）や放

射線療法、そして緩和ケアに深く関わっています。

平成28年1〜12月の外科手術件数は796件でし

た。全国的に、鏡視下手術（お腹や胸に数か所穴を

空けて内視鏡を入れ、モニターを見ながら行う手

術）の占める割合が高くなる傾向にあり、当院でも

約35％を占めています。鏡視下手術を行う疾患は、

食道がん、胃がん、大腸がん、ヘルニア、胆石症、

肺がんなど多岐にわたります。

また、東海地方では当院だけが行っている手術と

して、肥満を原因とする様々な合併症を持った高度

な肥満患者さんに対して行う腹
ふ く

腔
く う

鏡
きょう

下
か

スリーブ胃

切除術があります。いわゆる胃を細くする手術です。

平成27年10月に1例目を行い、現在まで実績は30

例に達し、良好な治療結果が得られています。

今後も、地域の皆様から信頼を寄せていただける

よう、研
け ん

鑽
さ ん

を積んでいきたいと考えています。

　口の中の状況が、病気の治療や合併症の発症に影響してい
ることをご存知でしょうか。
　口

こ う

腔
く う

機能（噛み砕き・飲み込み・発音・唾液の分泌など）
が低下すると、十分な栄養がとりにくくなり体力と免疫力が
低下し、病気の治癒が遅れることがあります。また、口腔内
が不衛生になると、誤

ご

嚥
え ん

性肺炎や、口腔内の細菌が血液に入
ることによっておこる感染症のリスクが高まります。
　当院には手術を受けたり、化学療法や放射線療法を受けた
りする患者さんも多く、こうした患者さんは特に免疫力が低
下するため、口腔機能を保ち口腔内を清潔にしておくことが
重要です。
　病気の治療が順調に進むよう、私たちは口腔ケア(※)を行
い、患者さんをサポートしています。

※口腔ケアでは、歯磨きのお手伝いや指
導、歯石除去、うがいができない方に対
する口腔内洗浄やスポンジブラシを用い
た粘膜清掃を行います。

病棟では
口腔ケアを行い
ます。

歯 科 口 腔 外 科 

外来では
歯科診療の補助
や口腔ケアを行
います。

鏡視下によるスリーブ胃切除術を行う道躰隆行副部長(写真中央)

回復に向けて、患者さんと一緒にがんばります！
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お　知　ら　せ

　平成29年10月から平成30年3月までの展示分について、下記の
とおり申し込みを受け付けます。
受 付 日 	 平成29年6月30日(金)　午前9時から午前9時30分まで

	 ※希望者多数の場合は、午前9時30分から月ごとに抽選を行います。

場 　 所 	 2階　大会議室
持 ち 物 	 院内ギャラリー展示申込書

	 ※募集要項及び申込書は当院ウェブサイトでご確認ください。

【院内ギャラリー展示申込みについて】

【助産師修学資金貸与の希望者を募集しています!】

病院経営課 内線2222

　脳・神経の病気や治療について、わかりやす
く解説します。

　中央病院に助産師として勤務する意思のある方に、助産師修学資金を貸与します。

日 　 時 	 平成29年6月23日(金)
	 18:30開場　19:00開演
場 　 所 	 中央病院　2階大会議室
講 　 師 	 河野　優（神経内科部長）
	 武井　淳（脳神経外科医員）
定 　 員 	 100名（先着順）
入 場 料 	 無料
申し込み 	 5月22日(月)より電話受付を開始
	 します。(平日8:30～17:00)

対 　 象 	 次の項目に全て該当する方
	 ◦助産師養成所等に在学中の方
	 ◦助産師として中央病院に勤務する意思を有する方
	 ◦他の奨学資金の貸与を受けていない方、または受ける予定がない方
	 　 ※他の奨学資金の貸与については、例外があります。事前にご相談ください。

貸 与 額 	 月額10万円（無利息）
貸与期間 	 養成所等ごとに定められた正規の修学期間
	 (助産に関する学科の修学期間)
返還免除 	 中央病院で助産師として勤務した期間が貸与相当期間の
	 2倍となった場合
募集人数 	 3名　※申込者多数の場合は、選考を行います。

申込期限 	 平成29年5月19日(金)
	 ※募集人数に達しない場合は、随時、受け付けます。

申 込 先 	 病院総務課人事担当
	 ※詳細は、当院ウェブサイトをご覧ください。

　｢看護の日」は、看護の心、ケアの心を広く国
民が分かち合うことを目的に、近代看護の基礎
を築いたナイチンゲールの誕生日にちなみ、5月
12日に制定されました。当院では、今年もエン
トランスホールにて血圧測定、看護･療養･介護
の相談、糖尿病や食生活についてのパンフレッ
トの配布を行います。ご来院の際は、お気軽に
お立ち寄りください。
日 　 時 	 平成29年5月12日(金)
	 9:00から11:00まで
場 　 所 	 中央病院1階エントランスホール

病院総務課 内線2216看護部

第16回市民公開講座 看護の日記念イベント

病院総務課 内線2217

募募 集集 中中
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営業時間
9:00～18:00
第３日曜定休
駐車場あり

営業時間
9:00～17:00
日・祝日定休
駐車場あり

ほけんの
窓口
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富士宮市立病院
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マルハン

イオンSC
富士宮

富士宮補聴器センター富士宮補聴器センター
富士宮店富士宮店

リオネットセンター富士
富士市石坂 大渕街道沿い

TEL・FAX 0545-53-2365

あなたのまちの補聴器やさん
富士宮補聴器センター
富士宮市錦町 イオンSC富士宮東側
TEL・FAX 0544-27-5629

東名高速
道路
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IC

アピタ

吉原高校

リオネット
センター富士

大
渕
街
道

Ｒ
１
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ミニ
ストップ

ハック
ドラッグ

HB-P1

体積

約 ダウン
％25

従来品タイプ

認定補聴器技能者在籍任せて安心！

より快適な両耳用低価格モデルより快適な両耳用低価格モデル
『リオネットウィー』『リオネットウィー』 新発売新発売!!もも

重量

約 ダウン
％20

従来の機種と同等出力で
小型・軽量化に成功!

（高出力補聴器『HB-P1』）

広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。また、富士市が推奨するものではありません。
お問い合わせ：病院経営課　内線2221・2222

総合相談センター ～こんな相談を受け付けています～ 

その他の病院内の相談は… 各種教室の紹介

出前講座のご紹介

●看護相談・がん相談・よろず相談　 内線2046 
患者さんとご家族が抱える様々な問題を共に考え、解決していくお手伝いをします。病気や治療のこと、退院後の生活に
対する不安など、専任の看護師がご相談に応じます。

●医療福祉相談(健診含む)　 内線2918 
患者さんの介護保険の利用、医療費などの心配、退院後の生活の準備、転院先案内など、医療ソーシャルワーカーがご相
談に応じます。
月曜日～金曜日　8:30～16:00　地域連携室内(1階正面玄関入って右側)

●お薬相談　お薬相談室(1階お薬渡し口隣り) 
　月曜日～金曜日　 8:30～17:00 
　お問い合わせ：薬剤科　 内線2126 
●栄養相談　栄養相談室(2階循環器内科外来隣り) 
　月曜日～金曜日　※予約制です。 
　お問い合わせ：栄養科　  内線2146 
●検査に関する相談・血糖自己測定器の説明　中央検査相談室(2階) 
　月曜日～金曜日　 8:30～17:00 
　お問い合わせ：臨床検査科　 内線2267 
●フットケア相談(糖尿病患者さんの足のケア)　内科外来(2階) 
　第2・第4水・木曜日 13:30～15:30 
　お問い合わせ：内科外来　 内線2285 
●医療放射線被ばく相談　中央放射線科(1階) 
　火・木曜日　※予約制です。 
　お問い合わせ：中央放射線科　 内線2153 
●医療安全相談　医療安全相談室(2階内科外来奥) 
　月曜日～金曜日　8:30～16:00 
　お問い合わせ：医療安全対策室　 内線2259 

　患者さんとご家族を対象とした教室を開催していますの
で、お気軽にご参加ください。開催日・講義内容について
はお問い合わせください。各教室の開催場所は、いずれも
2階大会議室です。
●腎臓病教室　お問い合わせ：栄養科　 内線2146 
　日時：毎月第3火曜日　15:00〜16:00
　第41期腎臓病教室スケジュール
　5/16、6/20、7/18、8/15、9/19、10/17
●ファミリークラス(バースクラス・ペアクラス)
　お問い合わせ：産婦人科外来　 内線2059 
　日時：毎月3回　13:00〜15:00

　当院職員を学校・会社・町内会の集まり・医療施設等へ派
遣します。講座は全部で54メニュー、全て無料です。ぜひ
ご利用ください。
●詳細は当院ウェブサイトまで 
　お問い合わせ：病院経営課　 内線2222 

〈富士市立中央病院の理念〉
富士市立中央病院は、地域の基幹病院として、市民の皆さまに
より良い医療をやさしく安全に提供し、常に医療の向上に努め
ます。

〈富士市立中央病院職員宣言〉
1  私たちは、患者さまの権利を尊重し、相互信頼に基づく医療

に努めます。
2  私たちは、知りえた個人のプライバシーは、必ず保護します。
3  私たちは、検査・治療・予後などについて、分かりやすい説

明に努め、患者さまの意思を尊重します。
4  私たちは、患者さまの必要や希望があれば、他の医療機関へ

紹介し、必要な情報を提供します。
5  私たちは、市立病院としての自覚のもと、絶えず自己研鑽し、

コスト意識を持ち、効率的な運営に努めます。
6  私たちは、医療機関相互の連携に心して、地域の医療体制へ

の貢献に努めます。

〈平成29年度病院指針〉
「急性期医療の充実と連携強化で地域に信頼される病院」
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